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主論文の要旨 
 
Expressions of keratin 1, keratin 10, desmoglein 1, and desmocollin 1 in the epidermis are 
possibly downregulated by interleukin-4 and interleukin-13 in atopic dermatitis 
（アトピー性皮膚炎皮疹部の表皮では、ケラチン 1、ケラチン 10、デスモグレイン 1、デスモコリ
ン1の発現が、インターロイキン4やインターロイキン13によって抑制されている可能性がある） 
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【要 旨】 
  アトピー性皮膚炎の病態には、バリア機能障害と Th2 型炎症が関与しているとされている。
表皮の角質層や顆粒層のバリア機能異常はよく研究されているが、より下層にある有棘層以下の表
皮の変化についてはあまり調べられていない。そこで、アトピー性皮膚炎皮疹部の有棘層における
表皮の変化について調べた。まず、有棘層に発現している構造タンパクのケラチン 1、ケラチン 10、
そして接着分子であるデスモグレイン 1、デスモコリン 1のタンパクの発現を調べたところ、これ
らの発現は減少していた。さらに、Th2 サイトカインである IL-4 または IL-13がこれらのタンパ
ク発現を変化させるかどうかを in vitro で調べたところ、いずれのサイトカインも上記タンパク
の発現を減少させた。以上より、アトピー性皮膚炎皮疹部の有棘層では Th2 サイトカインにより
構造の異常（脆弱化）が引き起こされており、これはアトピー性皮膚炎の病態に関わっている可能
性がある。 
